
　訪日外国人旅行者数は１，９７３万人（平成２７年）に達しており、前年より約６３２万人増加して
います。本県では２０１９年（平成３１年）にラグビーワールドカップが開催され、２０２０年（平成３２
年）には東京オリンピック・パラリンピック競技大会の会場となり、日本の農産物や食文化を世界
に広める好機となっています。
　また、平成２５年１２月には、「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録
されるなど、海外における日本食ブームが高まっています。日本から輸出された農産物や食品の
輸出額は７，４５２億円（平成２７年）で前年比約１２２％と着実に増加しています。
　人口増加や経済成長が著しいアジア諸国など、食市場の拡大が見込まれている国への輸出拡
大が期待されています。

　地球温暖化が進行しているとされている中、近年では、夏場の高温による米の品質低下が問
題になるなど、地球温暖化による農産物生産への影響が出始めています。
　また、温室効果ガス排出削減に向けた地球温暖化防止に関する国際的な取組が進められてい
ます。我が国では原子力発電による削減効果を含めずに設定した温室効果ガス削減目標として、
２０２０年度に２００５年度比３．８％減とすることを表明しており、このうち森林吸収源として２．８％
以上の吸収量を確保することとしています。
　また、平成２７年７月には「日本の約束草案」として、２０２０年以降の削減目標を２０３０年度に
２０１３年度比２６．０％（２００５年度比２５．４％）削減の水準とすることを決定しました。
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外国人の和食や日本の食材への関心の高まり

8 地球温暖化の進行

　本県では日本食ブームの波に乗り、拡大傾向にある海外市場を見据えた県産農産物の
生産・供給体制の整備を支援するなど、海外の成長を県内農業の成長に結びつけることが
必要です。
　また、２０２０年東京オリンピック・パラリンピック競技大会等を契機に外国人観光客に県
産農産物や加工品、観光農園などをＰＲし、購入機会を増やすとともに、帰国後も継続して
購入できる体制を整備するなど需要拡大に取り組むことが必要です。

　本県では地球温暖化に対応した農産物の安定生産技術の確立・普及拡大に取り組むこ
とが必要です。
　また、地球温暖化防止に貢献するため、二酸化炭素吸収機能を持続的に発揮させる森林
整備や炭素を長期間固定する木材の利用拡大、さらには化石燃料の代替エネルギー等と
なる木質バイオマスの利用拡大に取り組むことが必要です。
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担い手による付加価値の高い食の安定供給と
成長産業化が進む農業

　これまで地域農業を牽引してきた担い手のほか、若い農業者や女性農業者、農業法人な
ど様々な担い手層が地域農業を支えています。
　特に、県農業大学校の教育内容が充実し、経営感覚を身につけた新規就農者が育成され、
自立就農や県内の農業法人への就職就農が進んでいます。

　農地中間管理事業を活用して、意欲ある担い手に農地が集積・集約されるとともに、整備
の進んだ農業生産基盤を背景に、機械導入による低コスト化・省力化、ＩＣＴなどの革新的な
技術の導入が進み、生産性が高く、競争力のある農業が展開されています。

　品目ごとに目指す将来像は以下のとおりです。
ア　主穀
　　大区画に整備・集約された水田で、消費地に位置する本県の強みを生かし、実需者ニ
　ーズに対応した品種や栽培法による主食用米の生産に加え、飼料用米や麦、大豆、野菜
　などが低コストで生産され、収益性の高い経営が展開されています。
イ　野菜
　　省力化のための機械や施設の導入による生産拡大や、野菜の持つ機能性成分に着目
　した付加価値の高い野菜が生産され、収益力の高い野菜産地が展開されています。また、
　食品製造業者など実需者ニーズに応じた生産を行うオーダーメイド型産地が形成されて
　います。
ウ　花植木
　　実需者ニーズに合った魅力ある花植木商品が消費者に供給され、花植木に親しむ生活
　が定着し、公共の場の緑化などの業務需要での県産花植木の利用も拡大しています。
エ　畜産
　　消費者や流通業者、加工業者が求める高品質で安全・安心な畜産物が生産されていま
　す。また、生産コストの低減と労働時間の削減などにより、収益性が高く、ゆとりのある畜
　産経営が展開されています。
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第Ⅲ章　本ビジョンが目指す将来像
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　大消費地に位置し、食品製造業が集積している本県の強みを生かした６次産業化や食品、
観光、福祉、医療など他業種との連携が活発に行われ、新たな商品やサービスが創出され
るなど、付加価値を高めた収益性の高い農業経営が展開されています。

　意欲ある担い手が生産した農産物は、市場流通を通じて首都圏の消費者に供給されてい
ます。また、県産農産物が県内の農産物直売所や量販店の県産農産物コーナー、飲食店な
どを通じて県民に供給されるなど、県民をはじめ、多くの消費者の生活を支えています。

　グローバル化が進展していく中、意欲ある担い手が外国人観光客向けに県産農産物を
使用した商品を開発・販売しています。また、海外のスーパー、レストランに和食食材として
輸出するとともに、輸出拠点市場と連携して産地単位での輸出が展開されています。

　以上のことを通じ、本県農業の稼ぐ力・人財力が高まり、強い経営基盤を基に、安定した
食の生産・供給が行われ、農業の成長産業化が進んでいます。
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　森林組合など意欲的な林業事業体等により間伐等の保育や伐採など効率的な林業生産
活動が活発に行われており、伐採跡地には優良な苗木が適切に植栽され、「伐って・使って、
植えて、育てる」森林の循環利用が進んでいます。

　エンドユーザーが求める質、量、時期に見合った県産木材の供給体制が整い、県産木材
が民間住宅、公共施設等において積極的に使用されています。

　奥地など林業経営が難しく、管理が行き届かない森林については公的な整備や支援によ
り、適切に管理・保全が図られています。

　林業は森林を整備・保全しつつ木材を生産する重要な産業であり、また、生産される木材
は再生産可能であることから、循環型社会構築に貢献するという考え方が県民に浸透して
います。

　以上のことを通じ、林業の稼ぐ力・人財力が高まるとともに、様々な樹種や林齢からなる
多様で健全な森林が生育し、水源涵養、二酸化炭素の吸収、土砂災害の防止、景観の保全
など県民生活を支える森林の様々な機能が持続的に発揮されるなど地域力が高まり、森林
と人間が共に生きていく関係が築かれています。

様々な働きを通じて県民生活・経済を支える
森林・林業2

かん
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　農山村にある地域資源を生かして６次産業化による加工品の製造・販売や農業と観光、
教育、福祉などが連携した農業体験農園が開設されるなど、農業を核とした新たなビジネ
スが展開されています。また、観光農園などで外国人観光客の受け入れ体制が整備され、
外国人観光客を含む多くの観光客が農山村に訪れ農山村地域がにぎわっています。

　新たに農林業を始めたい若者や農山村の自然環境の下で生き生きとした生活を希望す
る高齢者などを農山村地域が積極的に受け入れる体制が整えられ、農山村地域への定住
が進み、地域の活力が高まっています。

　農地や農業水利施設が維持保全された農山村が多面的機能を有し、安らぎを与える憩い
の場として県民生活に重要な空間であることが都市住民に認識され、都市住民や大学、ＮＰ
Ｏなどによる農山村の自然環境や農地の保全活動、伝統文化の継承活動などが農山村地
域の住民と共に展開されています。

　森林ボランティアや企業のＣＳＲ活動による森づくりなどが活発に行われ、県民全体で森
林を守り育てる意識が根付いています。

　以上のことを通じ、農山村の地域力が高まり地域資源を活用した様々な事業や活動が展
開され、多くの人々が集い、地域住民との交流が行われるなど、農山村地域が活性化して
います。

3 地域資源を活用した多様な取組が展開されて
いる農山村

第Ⅲ章　本ビジョンが目指す将来像




